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タンパク質,核酸 ,リポゾームの円二色性について

今 掘 和 友 (東大教養)

旋光分散が溶液中のタンパク質の二次構造を研究する有力な手段であること

はいうまでもなく､古 くから長波長側の分散曲線のMoffittの式にr.量る轡軒

から bo を求めることによってなされて来たC 遠紫外領域の旋光分散の研究が

進んで来 ると､_200三nLL附近でのペプチ ドCh‡つmophorleによるCotton効果が

明らかにされ.その振幅女はその旋光強度か ら二次構造を研究することも行わ

れたD

最近我国においても円二色性の装置の開発が行われたので､ これを用いて･.

タンパク質 ,核酸 ,お よびそれらのComplexの円二色性を測定したO円二色

性は旋光分散と同一原理によるものであるが.その観測される波長億域が吸収
＼
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帯と同じきわめて狭い範田である.?こめ･数個のChTOmOPhoTeがあって も･各

々の寄与が重り合うことがなく従って核酸とタンパク質のCompleTxにおける

各成分の二次構造を研究するのには好適な手段であるo

まずポ9グルタ ミン酸のα-helixについて円二色性を測定すると.223,

206qljLに谷を､ 190mJこtiこ山を示す0-万､ランダムコイルになると200

mfLに谷をもつだけで. この谷のすそは215mjLで消失するし､ 223mpの谷の

長波長側a)すそは240エコLLで消失し､従って後にのぺるRNAの山のすそとも重

ならないから∴α-helixの含有量を鄭定す るには223mpの谷の深さを用い

ることにして.･ユ00%heユixの分円楕円係数 〔e〕はポジグルタ ミン駿の実刺

か ら41,000 とするlt

RNAはこれに反し. 2,65mp に正の大 きい山を.250mIEに微小な谷を示

すが..これらのすそは前述の223=np の谷のすそと蔓らないD したがつ七

265mpの山の高さからhelix含有量を求め. 100% helixのときの 〔8〕

はS-RNAとそれを変性 し_た場合との山の高さ･の差が 75%helixに相当す

ると仮定すれば､,〔0〕-44,000となるo DNAは､ 275皿〝に山を245rTllLiに谷

を示す点と､ 275mJLの山が265JuLにおけるRNA の山のー1/3FC近い高さし

かもたない点が特徴的である0 100%helixの DNAの 〔e〕275- 18･000

位である｡

以上の籍異に塞いて. ilAポジ'-ムのRNA..タンパク質のhelix含有量は

7°S成分については 10エM晦 舛 存在下 40%と25%とそれぞれ衰められ

るoこれに反し..50S,30S',ジポゾームは共にRNAの helix含有量が

60%と増加しているのが注目されるO

ヌクL/オヒス トンにおいて○打A･ヒス トンのhelix 含有量はそれぞれ

60% ,65%であるが､尿素で脱タンパク質するとD打Aの helix含有量は

95% (_タンパク質は変性するので O)に増加するO

-i.I.の飽 9ゾチーム ,ヅポヌクレアーゼについても円二色性の測定を行いU 前

者についてはそのhelix含有量や.尿素を変性せず∴塩酸グワニi7ンではじ

めて変性することなど.すでに東口によって-発見されている性質と同じものが

得られた? ジポヌクレアーゼ!17:ついては.異常テロL'ソに基づ くと思われる谷

が280mzlに発見され.変性によって消失することが確認きれ たが. これ 埠異

常チロL/ンの存在状態について何かの手がか りを与えるもので為ろうD
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